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※お気づきの点、不明な点などがございましたら、ご遠慮なく下記までご連絡ください。 

・担当：奥平（上席研究員） 

問い合せ先：電話 098-861-2180 (ﾌｧｸｼﾐﾘ 098-869-0661） 

E-mail okuhira-h@niac.or.jp 

 

 

NEWS RELEASE 

令和６年度沖縄ラグビーキャンプ経済波及効果等調査 

沖縄県「スポーツコミッション多角化推進事業 

（令和６年度沖縄ラグビーキャンプ経済波及効果等調査）」 

一般財団法人 南西地域産業活性化センター 

２０25（令和 7）年 5月 1 日 

 

※本事業は、令和 6 年度スポーツ庁事業「スポーツによる地域活性化・まちづくり担い手

育成総合支援事業」を活用しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

報道各社 

 

一般財団法人南西地域産業活性化センター（ＮＩＡＣ、ニ

アック）では、沖縄県「スポーツコミッション多角化推進事

業 」（事業受託者：（公財）沖縄県スポーツ協会）におい

て、沖縄県内におけるラグビーキャンプの経済波及効果等を

取りまとめましたので、その概要を報告いたします。 

 

一般財団法人南西地域産業活性化センター 

会長 大嶺 滿 
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令和６年度沖縄ラグビーキャンプ経済波及効果等調査 

沖縄県「スポーツコミッション多角化推進事業」 
 

 

 このたび、当財団では、沖縄県（事業受託者：（公財）沖縄県スポーツ協会 理事長 渡嘉

敷通之）が実施しました「スポーツコミッション多角化推進事業（令和６年度沖縄ラグビー

キャンプ経済波及効果等調査）」において、沖縄県内におけるラグビーキャンプの経済波及効

果等を試算し、取りまとめましたので、その結果を報告します。 

 

 

◎ 令和 6 年度沖縄ラグビーキャンプに係る経済効果については、本キャンプを県内で実施する

ことにより生み出される「①キャンプ参加の選手・スタッフによる消費支出」、「②観客（県

外）、マスコミ（県外）による消費支出」、「③受入自治体による支出」の３項目から試算した。 

 

◎ 本キャンプの沖縄県全体の経済波及効果は約 1 億 5,476 万円となり、うち県内総生産に相当

する粗付加価値額は 5,215 万円となる。この中で雇用者へ支払われた賃金等である雇用者所

得は 2,429 万円で、雇用誘発効果は約 13 人と見積もられる。 

 

◎ 沖縄県内における経済波及効果の総効果は、直接効果の約 1.7 倍と試算される。 

 

単位：百万円 
  

経済効果 

（生産誘発額） 

      

  
粗付加価値 
誘発額 

    

  雇用者所得 
誘発額 

雇用者 
誘発数 

直接効果 88.85 18.81 9.02 ― 

間接 1 次生産誘発効果 53.73 25.55 12.30 ― 

間接 2 次生産誘発効果 12.18 7.79 2.96 ― 

総効果(経済効果) 154.76 52.15 24.29 13 

波及効果（波及倍率） 1.7 ＝総合効果/直接効果 

 

  

一般財団法人 南西地域産業活性化センター 
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■ 令和６年度沖縄ラグビーキャンプ経済波及効果等調査結果 

 

（１）キャンプ実施クラブ・団体の状況 

 

令和 6 年 11 月の対象期間に沖縄県内において本事業の対象であるキャンプ・合宿を実施した

ラグビーチームは全 3 チームである。それぞれのチームのキャンプ地は、レッドハリケーンズ大

阪が国頭村、三重ホンダヒート、リコーブラックラムズ東京の 2 チームが読谷村となっている。 

 

（２）キャンプ参加者、観客、マスコミの人数 

 

① 選手・スタッフ 

今年のキャンプ参加人数は、全参加チームの選手・スタッフ合わせて人数で 250 人となった。

宿泊日数はリコーブラックラムズ東京が 11 月 2 日～8 日、レッドハリケーンズ大阪が 11 月 5 日

～11 日、三重ホンダヒートが 11 月 17 日～26 日である。平均すると 7 泊 8 日となり、総人泊数

（チーム別人数×宿泊数の合計）は 1,761 人泊となった。 

 

② 観客数 

観客数は、沖縄県文化観光スポーツ部「令和 5 年度観光統計実態調査報告書」より、第 3 回調

査（10 月 1 日～12 月 31 日）の「県外客の属性と旅行内容（活動－プロスポーツキャンプ見学）」

の構成比を参照し、令和 6 年 11 月の入域観光客数に乗じて試算値として求めた。その結果は、

313 人程度と試算した。 

 

（２） 直接支出額の総計 

 

ラグビーキャンプに係る直接支出額の総計は、8,885 万円となり、その内訳は以下のとおりであ

る。 

 

  単位：万円 

項目 金額 内訳 

チーム、選手・スタッフによる支出 
5,556 キャンプ経費（宿泊費、交通費、飲食費）、そ

の他の消費（選手･スタッフ個人消費） 

観客、マスコミの消費支出 
3,178 宿泊費、交通費、飲食費、土産・買物費、娯

楽・入場費 

施設費、キャンプ受入自治体経費 151 施設使用料、受入事業経費等 

合計 8,885 ※四捨五入等により端数は一致しない場合がある 
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（３）直接効果から総効果までの経済波及効果の総括 

 

 

図 令和 6 年度沖縄ラグビーキャンプの経済波及効果総括図 

 

  

万円

域内需要増加額 万円

粗付加価値誘発額 万円

雇用者所得誘発額 万円

間接1次生産誘発額 万円

粗付加価値誘発額 万円

雇用者所得誘発額 万円

間接２次生産誘発額 万円

粗付加価値誘発額 万円

雇用者所得誘発額 万円

総効果

万円 粗付加価値誘発額 万円

雇用者所得誘発額 万円

沖縄ラグビーキャンプ2024
　　　　　　　　による需要創出額

8,885

1,218

779

296

1,230

1,881

902

4,070

2,555

5,373

2,429

15,476 5,215

レオンチェフ逆行列

商業・運輸マージン調整

生産者価格に変換

レオンチェフ逆行列

県内自給率
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（４）市町村別経済効果の推計結果 

 

経済波及効果は沖縄県全域に及ぶが、そのうち、沖縄県ラグビーキャンプ受入村について表に

計上した。2 村の生産誘発額の合計である総効果は 9,027 万円で、県全体の 1 億 5,476 万円のう

ち 58.3％の経済効果が分配されている。受け入れた自治体の総効果をみると読谷村が 5,981 万円

となっており、国頭村が 3,047 万円となっている。 

 

 

図 市町村別経済波及効果（生産誘発額総効果） 

  

 

資料：沖縄県「令和３年度沖縄県市町村民経済計算」より推計 

 

 

 


